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Ⅰ．研究概要 

糖尿病（＊１）は生活習慣病の一つとして、『血糖値が高くなる（高血糖になる）病気』と

して広く知られています。生体における長期的な高血糖状態は、様々な臓器に悪影響をもた

らします。『臓器』と言われると、『胃』や『肝臓』などの消化器系をイメージすると思います

が、今回の研究では『筋組織（骨格筋）』に着目しました。骨格筋は人間の体重の 40～50％

を占め、身体を支えたり動かしたりして体力を発揮するための重要な臓器の一つです。糖尿

病では骨格筋内の毛細血管（＊２）やミトコンドリア（＊３）にも悪影響をもたらし、筋肉が

正常に働かなくなることがわかっています。通常、筋肉を鍛えるには『運動』が重要です。実

際に糖尿病におけるウォーキングなどの有酸素運動は、骨格筋の働きを改善することが多く

の研究で判明しています。さらに、近年では高濃度酸素（＊４）も骨格筋の働きを改善しう

ることが少しずつ明らかになってきています。そこで、有酸素運動と高濃度酸素を組み合わ

せたらどうなるのか？という問いから、今回の研究では基礎的な知見を得るために糖尿病を

発症した実験用ラットを用いて骨格筋への影響を検討しました。 

 次に、研究の結果に移ります。右下の図 1 をご覧ください。これらは『染色画像』といっ

て、薄くスライスした骨格筋に化学反応を起こすことで色を付け、顕微鏡で観察・撮影した

ものです。いびつな丸〇や三角△の区画のようなものが見えますが、それらが筋線維 1 本 1

本です（筋線維の束がいわゆ

る筋肉です）。結果としては、

有酸素運動時に高濃度酸素を

併用すると、骨格筋内の毛細

血管数や密度の増加、ミトコ

ンドリア機能の向上が見られ

ました。運動による代謝機能

の向上は、高濃度酸素の併用

によってさらに促進されるこ

とが明らかになりました。 

 

 
図 1. ラット後肢筋の顕微鏡画像 



【用語説明】 

（＊１）糖尿病：血液中を流れるブドウ糖（血糖）が増えてしまう病気。 

（＊２）毛細血管： 

体の隅々まで張りめぐらされていて、酸素や栄養、老廃物を運ぶ重要な細い血管。 

（＊３）ミトコンドリア： 

    細胞の中にあるエネルギー工場。取り込んだ酸素からエネルギーを産生する。 

（＊４）高濃度酸素： 

    本研究では、治療分野での応用を想定し、大気圧下（通常の気圧）において酸素濃 

度 30％の環境を用いた。 

 

Ⅱ．今後の展開 

 今後はヒトを対象とした研究への展開を検討しています。糖尿病の治療はお薬によるもの、

そうではないもの（運動や食事管理など）に分けられます。その後者の治療法発展を目指す

ことで、お薬による治療との相乗効果の向上や、新たな運動方法の解明に繋げます。 
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